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　第3部ではいよいよTry Kernelを作成していきま
す．まずRTOSの基本であるマルチタスクの機能を
実現するため，第2部で作成したプログラムに，ディ
スパッチャ，スケジューラ，システム・タイマを順番
に追加していきます．本章で作成するプログラムの
ファイルは，特に指定のない限りはkernelディレ
クトリに置きます．

プログラムを並行に実行する方法

● RTOSがディスパッチで複数のプログラムを
切り替える

マルチタスクとは複数のプログラムを並行に実行す
る機能です．C言語のプログラムであれば，複数の関
数が同時に実行されることをイメージすればよいで
しょう．
　ただし，実際にはマイコンのCPUコアは一時に1
つのプログラムしか実行できませんので，RTOSが実
行しているプログラムを切り替えることによって複数
のプログラムを並行に実行します．この実行プログラ
ムの切り替えをディスパッチと言います．そしてディ
スパッチを行うRTOSの内部のプログラムがディス
パッチャです．

実行中のプログラムを切り替える 
具体的な方法

● ディスパッチャはコンテキストを切り替える
実行中のプログラムはその実行環境に関するさまざ

まな情報（現在実行中のプログラムの場所や，計算中
の変数など）を持っています．これをプログラムの実
行コンテキストと呼びます．タスクの場合はタスク・
コンテキストとも呼ばれます．

ディスパッチャは，実行コンテキストを変更して実
行中のプログラムを切り替えます（図1）．
　実行コンテキストの実体は，主にCPUレジスタの
データとスタックです．ラズベリー・パイPico（以降，
Pico）のCPUコアであるCortex-M0+は表1に示すレ
ジスタを持っています．
　PC（プログラム・カウンタ）レジスタは実行中のプ
ログラムのアドレスを格納しています．PCレジスタ
の値を変更すれば，実行中のプログラムを変更できま
す．ただし，PCレジスタを変更しただけではプログ
ラムは正常に切り替わりません．CPUの状態などは
他のレジスタに保持されていますし，計算中のデータ
などは汎用レジスタにあるからです．
　また，レジスタでは処理しきれないデータはスタッ
クに置かれています．スタックはデータの一時的な保
存に使用されるメモリ領域で，LIFO（Last In First
Out：後入れ先出し）のデータ構造を持ちます（図2）．
C言語のプログラムであれば，関数のローカル変数

（自動変数）や，関数呼び出しの際に退避した情報を

レジスタ名 機　能 内　容
R0～R12 汎用レジスタ プログラム実行中の各種データ

R13（SP） スタック・ポインタ スタックの現在の操作位置の
アドレス

R14（LR） リンク・レジスタ 分岐先から戻るアドレス
R15（PC） プログラム・カウンタ プログラムの実行アドレス
xPSR ステータス・レジスタ CPUの各種情報

表1　Arm Cortex-M0+のCPUレジスタ
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現在実⾏中のタスク タスク1の実⾏コンテキスト

タスク2の実⾏コンテキスト
ディスパッチ

図1　ディスパッチャは実行コンテキストを切り替える（ディス
パッチする）
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